
 
7.  右の図のように，∠Ｂ＝９０°，ＡＢ＝２８ｃｍ， 

ＢＣ＝２１ｃｍ，ＡＣ＝３５ｃｍの直角三角形ＡＢＣが 

あります。円Ｏの中心は辺ＡＣ上にあり，辺ＡＢ，ＢＣ 

に点Ｐ，Ｑで接しています。また，円Ｏと辺ＡＣの交点 

をＡに近い方から，順にＲ，Ｓとします。 

 

(1)  円Ｏの半径を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  ∠ＰＡＯの二等分線と線分ＰＯの交点をＴとします。 

 

① 線分ＰＴの長さを求めなさい。 

 

 

 

 

 

② 線分ＱＳの長さを求めなさい。 
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(解答)

(1) 点 P, Qが辺 AB, BC と接しているので，BP = xとおくと，BP = BQ = OP = OQ = x となり，

QC = 21− x

と表すことができる。

ここで，△OQC と△ABC は相似（2つの角が等しい）であるから，

OQ : QC = AB : BC より，x : (21− x) = 28 : 21 = 4 : 3

よって，

3x = 4(21− x)　　より，　　 x = 12

(2)

1⃝ (1)より，BP = BQ = OP = OQ = 12 であるから，AP = 16, QC = 9である。

また，(1)と同様にして，△OQC と△ABC が相似であることより考えると，AO = 20, OC = 15 となる。

ここで，線分 AT が ∠PAOの二等分線より，

PT : TO = AP : AO であるから，PT : OP = 4 : 5

よって，

PT =
4

4 + 5
OP =

4

9
× 12 =

16

3

2⃝ ∠QOC の二等分線と線分 QC との交点を T とする。

このとき，

QT : TC = OQ : OC = 4 : 5 より，QT =
4

9
QC = 4

であるから，直角三角形 OQT に三平方の定理を用いると，

OT =
√
OQ2 +QT 2 =

√
122 + 42 = 4

√
10

となる。

ここで，円周角の定理より，

∠SRQ =
∠SOQ

2

であり，さらに，円の接線と弦の作る角が等しいこと (接弦定理)より，

∠SRQ = ∠SQC

である。

したがって，△OTC と△QSC が相似 (2つの角が等しい) であるから，

OT : OC = QS : QC より，4
√
10 : 15 = QS : 9

よって，

15QS = 36
√
10　より，　 QS =

12
√
10
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